
連結実質赤字比率
全ての会計を合わせた赤字の割合

5

札幌市の令和2年度一般会計予算1兆295億円を
月収40万円（年収にして480万円）の家計に例えてみました。

財政指標を用いて、おサイフの特徴を解説します。

収  入 支  出

実質赤字比率

札幌市の予算を家計に例えると？
札幌市の収入と支出

札幌市のおサイフは大丈夫？
札幌市の財政指標

（49.6%）
19万8千円

13万1千円

給　料

うち基本給 （市税）

（3.6%）
1万4千円パート収入

（使用料・手数料など）

親からの仕送り
（国や道からの補助金）

貯金の取り崩し
（繰入金）

（29.2%）
11万7千円

（1.5%）
6千円

その他
（中小企業などへの貸付金にかかる返済）

※基金の現金分のうち、将来の市債返済のための積立金などを除いたものです。

※いずれも平成30年度決算の指標です。

（6.5%）
2万6千円

（100.0%）
40万円

借　金
（市債）

 （公共事業などのための市債）

（9.6%）
3万9千円

うち住宅ローン

6万7千円うち諸手当 （地方交付税など）

2万1千円

 （臨時財政対策債）
うちその他の借金 1万8千円

※うち住宅ローン279万3千円、その他借金251万4千円。

貯金残高 年収480万円に対し 33万3千円

借金残高 年収480万円に対し530万7千円

合　計

（16.7%）
6万6千円食　費

（職員や教員の給料）

（32.7%）
13万1千円家族の医療費や保育にかかる経費

（生活困窮者や高齢者、子どもへの支援など）

（8.7%）
3万5千円借金の返済

（市債の返済）

（14.7%）
5万9千円光熱費などの雑費

（公共施設の管理経費など）

（3.1%）
1万2千円車や家具の修理代

（建物の修理や道路除雪など）

（7.4%）
3万円子どもたちへの仕送り

（他の会計への繰出金）

（9.8%）
3万9千円家の増改築費

（道路や施設の建設など）

（0.4%）
2千円貯　金

（将来のための積立金など）

（6.5%）
2万6千円その他

（中小企業へ貸すお金など）

（100.0%）
40万円合　計

 （公共事業などのための市債）
うち住宅ローン 2万1千円

 （臨時財政対策債）
うちその他の借金 1万4千円

給料だけではなくて、
他のいろんな収入に
支えられているんだね

予算を家計に例えてみたら、収入は親からの仕送りが多くて
支出は家族の医療、保育にかかる費用が多いみたいだね

いざ、おサイフの現状を解説じゃ

医療や保育にかかる
支出が多いんだね

国からの交付金などに頼っている割合が高くて
自由に使えるお金が少ないということじゃ
先行きが不透明で、油断はできないけれど、
それをふまえた健全な財政運営を行っているということでござる
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一般会計を中心とした赤字の割合

札幌市は 赤字なし

財政力指数
自分たちのお金でまかなえているの？

札幌市は 0.735

札幌市は 赤字なし

標準的な行政サービスをするための
お金を自らまかなえている割合

比率が高いほど、必要なお金を自らま
かなえていることを示します。

自らまかなえている割合
国などにたよっている割合

政令市20市中では好ましい方から数えて

標準的な行政サービスを行うために必要な額

人件費や福祉、借金の返済などにかかるお金
自由に使えるお金

17位

経常収支比率
自由に使えるお金はどれくらいあるの？

札幌市は 95.6%

人件費や福祉の費用、借金の返済などが
市税といった定期的な収入に占める割合

比率が高いほど、自由に使えるお金が
少ないことを示します。
政令市20市中では好ましい方から数えて 6位
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